
  

合理的思考の技術 Lecture 5
情報構造入門

小林憲正

コ ンテンツ：
●不完全情報の価値

●情報構造入門



  

不完全情報の価値



  

不完全情報を考慮し た意思決定の例
influence diagram
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ベイ ズ Bayes 学習（ ベイ ズの定理）

● 経験などに基づく 、 事後状態別条件付き 確率

● こ れに、 次のスラ イ ド で説明する初期（ 主観）
確率　 　 をかませて得ら れる
情報別条件付き 事後確率 conditional posterior 
probability

↓

ベイ ズの定理によって求める



  

主観確率 (Savage, 1971)

● 無数の実験などによって、 頻度が確立でき ない
と き に、 不確実性を扱う 一つの立場と して、
主観確率の考え方がある。

関数 p が、 確率の公理

を満たす範囲で任意に意思決定主体が主観的評
価を下して良い。

● ただし 、 こ れまでの効用の議論同様に、 好みと
確率が整合的でなければなら ないと する。
例） 　 「 絶対」 大丈夫って、 どれく ら い？

つまり 、 好みを確率概念の基礎付けに使う ！！！
 --> こ れが、 経済学ではかなり スタ ンダード ！！！



  

主観確率と 偏見

● 例） 　 悪い先生に当たってし まっ たト ラ ウマか
ら 、 勉強が嫌いになっ た。 。 。
例） 　 良い先生に教わっ たおかげで、 勉強が好
き になっ た！

● 例） 　 教育環境から 、 特定の宗教を信じ るよう
になる。

● 「 同じ 」 情報に対して、 初期主観確率（ など）
によって大き く 異なっ た解釈があり 得る。
例） 　 右翼と 左翼

Ｑ ． 　 なにが偏見の要因だろ う か？どのよう に対処し よう ？
Ｑ ． 　 そも そも 、 偏見は悪いこ と だろ う か？



  

アンカ ー（ 碇）

行動経済学では、 人の意思決定が、 初期評価に
大き く 依存し 、 かつ比較的任意に初期評価が定
まり 得るこ と を示している (cf Arieli, 2008) ：

● 例） 黒真珠市場の創出
● 例） ワイ ンなどの評価実験　

（ 社会保障番号をアンカ ーと して用いる）



  

不完全情報の価値の期待値の評価要因

● 専門家の予測精度
● 他者のレビューのよう な外的情報と 自分の好み

の相関（ なぜか、 あまり こ う いう 例は、 意思決
定のテキスト にない！）

そのほかの要因は、 おおむね、 完全情報の価値と 似たよう な感じ でし ょ う 。



  

不完全情報の価値 -- 事前と 事後

特に、 不完全な情報源の場合は、
● 事前に意思決定主体が判断でき る価値の期待値

と 、
● 事後的に分かる真価と

に大き な違いが出る！

例） 　 一流の学術論文　 のフ ォ ーマッ ト

Ｑ ． 　 恋愛状況など、 具体的状況を想定して、
どう いう 場合に、 どう いう アピールが有効か、 考えてみよう ！



  

情報構造入門



  

（ 不完備） 情報構造

一般に、 主体の（ ファジー理論用語で） クリス
プな認識は、 （ 仮想的に） 完全な記述能力を持
つ状態空間から 、 何ら かの観察言語空間上への
部分関数と して表現される



  

状態空間の分割

部分関数は、 定義域 domain 上に、 ker P か
ら なる分割を生成する。



  

情報構造の細かさ と視野

● 情報構造は、 識別能力の細かさ（ そしてこ れは
半順序構造をなす） によって特徴付けら れる。
解像度に相当。

● 情報構造の定義域の広さも 、 半順序によって特
徴付けら れる。 視野の広さに相当。



  

情報構造と束構造

情報構造 P^1 と  P^2 が与えら れたら 、 それ
ら より最低限、 視野が広く 、 かつ細かい情報構
造の下限が存在。

--> 相互学習の特徴付けに相当
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